
第169 号 う よ
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広報 日
 

一
 平成4年6 月 p

 

町の人 口 

（平成4年4 月30日） 

男 3,805（一14 ) 

女 4,276（一17 ) 

計 8,081（一31) 

世帯数 2,755（一13 ) 
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定禅寺の藤 

今
年
も
 

見
事
な
 

花
が
咲
く
 

, 

樹
齢
五
百
数
十
年
と
い
わ
れ
 

る
定
禅
寺
の
藤
（
大
字
弁
城
迫
）
 

は
、
今
年
も
見
事
な
紫
の
花
を
 

つ
け
ま
し
た
。
 

こ
の
藤
の
老
木
は
昭
和
三
十
 

七
年
福
岡
県
文
化
財
と
し
て
、
 

天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
て
 

い
ま
す
。
 

四
月
下
旬
に
は
藤
祭
り
も
行
 

わ
れ
、
尺
八
の
演
奏
等
が
披
露
 

さ
れ
、
い
よ
い
よ
藤
の
季
節
の
 

到
来
で
す
。
 

四
月
、
五
月
の
連
休
に
は
約
 

七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ー
面
に
咲
 

き
乱
れ
た
藤
の
花
の
下
で
、
花
 

の
美
し
さ
に
見
と
れ
る
人
、
弁
 

当
を
ひ
ら
く
人
、
カ
メ
ラ
の
シ
 

ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
人
等
、
県
内
 

各
地
か
ら
来
町
し
た
数
千
人
の
 

花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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三 す セ 五 境 の 》 

6
月
の
こ
よ
み
 

1
日
 

4
日
 

5
日
 

7
日
 

気
象
記
念
日
、
電
波
の
 

日
 

歯
の
衛
生
週
間
 

世
界
環
境
デ
ー
（
環
境
 

週
間
）
、
芭
種
（
旧
五
 

月
節
）
 

計
量
記
念
日
 

時
の
記
念
日
 

入
梅
 

海
外
移
住
の
日
 

父
の
日
 

夏
至
（
旧
五
月
中
）
 

日
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
 

沖
縄
慰
霊
の
日
 

日
 

前
後
一
週
間
、
 
ハ
ン
セ
 

ン
病
を
正
し
く
理
解
す
 

る
週
間
 

日
 

貿
易
記
念
日
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婦人会運動会 

百足競走 

ミタ 
親ほくの和を広げる電鳶 

借物競走 （町長も走る） 

仮装行列 （きんさん、 ぎんさん） 

二 人 三脚 

血 圧 測 定 

ー般会計及び特別会計 （単位：千円） 

区 分 
H4 年度 
当 初 
予算額 

H3 年度 
当 初 
予算額 

比 較 伸 

一 般 会 計 5.078,233 4.269.806 808.427 18.9 

特

別

会

討

 

住宅新築資金等貸付事業 339.620 394.813 A 55.193 A 14.0 

専修学校等技能修得資金貸与 7. 378 5.962 1.416 23.8 

国民健康保険事業 565. 695 562. 217 3.478 0.6 

老人保健事業 801.069 751.306 49. 763 6.6 

宅地造成事業 80. 581 82.587 A 2.006 A 2.4 

医療保険センター事業 498.000 0 498.000 皆増 

公営企業会計 （単位】千円） 

区 分 雪4年薪 
予算額 

H3年薪 
予算額 

比 較 伸 率 

水
道
会
計
 

収益的事業 

収 入 159.168 156. 635 2.533 1.6 

支 出 195.752 186. 624 9. 128 4.9 

資本的事業 

収 入 34. 500 23. 944 10. 556 44.1 

支 出 147.079 69. 104 77,975 112.8 

病
院
会
計
 

収益的事業 

収 入 310.410 288. 164 22.246 7.7 

支 出 349.438 305. 280 44.1認 14.5 

資本的事業 

収 入 3 3 0 0D 
支 出 1 6.838 A 6.837 A 100.0 

一般会計内訳 

歳 入 

（単位】万円） 

教育費（4.8%) 
24,418 

衛生費（7.2%) 
36,695 

総務費（7.6%) 
38,361 

公債費（8.6%) 
43,716 

諸支出金（10.0%) 
50,700 

繰越金（7.1%) 
35,848 

町税(7.2%）一 
36,758 

県支出金（8.3%) 
41,962 

町債（8.6%) 
43,400 

その他（8.0%) 
40,721 

その他（4.4%) 22,408 

地方交付税 
(39.3%) 

歳 出 

（単位】万円） 

般
会
計
予
算
五
十
億
八
千
万
円
 

財
政
再
建
は
、
本
年
度
完
了
検
査
巨
 

平
成
四
年
度
の
予
算
が
、
三
 

月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
四
月
 

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
0
 

当
初
予
算
の
規
模
は
、
 

一
般
 

会
計
で
五
十
億
七
、
八
二
三
三
 

千
円
で
す
。
 

本
年
度
は
、
再
建
明
け
の
年
 

で
も
あ
り
平
成
三
年
度
の
予
算
 

と
比
較
す
る
と
、
十
八
、
九
％
 

の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
に
始
ま
っ
 

た
財
政
再
建
も
当
初
計
画
よ
り
 

二
年
短
縮
し
、
平
成
三
年
度
を
 

以
て
完
了
し
ま
し
た
。
 

残
る
は
、
自
治
省
の
完
了
検
 

査
（
十
月
予
定
）
を
受
け
る
の
 

み
で
あ
り
、
自
治
省
の
承
認
を
 

受
け
れ
ば
今
後
三
年
間
（
平
成
 

四
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
）
は
 

県
の
指
導
期
間
と
な
り
ま
す
。
 

最
近
の
社
会
状
勢
の
下
で
は
 

町
の
主
た
る
収
入
源
で
あ
る
町
 

税
、
地
方
交
付
税
の
伸
長
は
多
 

く
を
望
め
ず
、
再
建
明
け
後
も
 

再
建
計
画
の
基
本
方
針
を
基
調
 

と
す
る
行
財
政
の
運
営
に
努
め
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
 

し
上
げ
ま
す
。
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圏
第
一
一
分
団
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
 

「日 1
 

か 

第169 号 、つ よ
 

じ
 

』つ ほ
 

口］ 
一
 

(
B
s

ー
型
）
を
配
備
 

平
成
三
年
度
に
よ
る
地
域
改
 

善
対
策
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
 

り
、
第
2
分
団
（
弁
城
地
域
）
 

に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
 

し
ま
し
た
。
 

町
内
に
は
現
在
六
台
の
消
防
 

ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し
て
お
 

り
、
こ
れ
で
七
台
に
な
り
ま
し
 

た。 三
月
末
、
役
場
前
広
場
に
お
 

い
て
、
B
s
l

型
消
防
ポ
ン
プ
 

自
動
車
の
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

式
典
に
は
勝
木
一
郎
消
防
団
 

長
を
は
じ
め
、
消
防
委
員
三
名
、
 

第
2
分
団
々
員
十
数
名
が
出
席
 

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

岩
崎
町
長
は
「
新
し
い
消
防
 

自
動
車
が
入
っ
た
の
で
、
町
民
 

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
 

役
立
て
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
 

つ
、
キ
ー
を
消
防
団
長
に
渡
し
 

ま
し
た
。
 

第
一
回
方
城
町
民
ま
つ
り
 

の
開
催
決
定
（
●
 

財
政
再
建
明
け
を
期
し
て
の
 

第
一
回
方
城
町
民
ま
つ
り
が
、
 

去
る
五
月
十
一
日
の
方
城
町
民
 

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
 

次
の
要
領
で
開
催
す
る
こ
と
が
 

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
つ
り
は
、
町
民
総
参
 

加
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
位
置
づ
 

け
て
、
み
な
さ
ま
方
の
出
品
、
 

出
展
、
参
加
等
を
お
待
ち
い
た
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ー
フ
 

ム
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
 

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

一
、
期
日
 

十
一
月
七
日
（
土
）
 

十
一
月
八
日
（
日
）
 

一
、
内
容
 

産
業
と
文
化
の
振
 

興
を
目
的
と
す
る
 

催
し
と
し
ま
す
0
 

一
、
場
所
 

方
城
町
民
セ
ン
タ
 

（
中
央
公
民
館
、
 

体
育
館
、
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
、
福
祉
会
館
）
 

桜
の
木
を
植
樹
 

方
城
町
身
障
者
福
祉
会
 

方
城
町
身
障
者
福
祉
会
（
中
 

村
勝
彦
会
長
、
会
員
百
人
）
は
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
横
の
歩
道
下
の
 

土
堤
に
、
桜
等
の
木
二
十
本
を
 

植
樹
し
ま
し
た
。
 

こ
の
場
所
に
は
、
昭
和
六
十
 

年
十
一
月
に
同
会
の
会
員
の
皆
 

さ
ん
が
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
、
桜
 

等
約
五
十
本
を
植
え
て
い
ま
し
 

●
 
20 

歳
以
上
の
学
生
さ
ん
 

国
民
年
金
の
加
入
届
が
必
要
で
す
ノ
・
 

20 

歳
以
上
の
短
大
・
大
学
や
 

専
門
学
校
等
の
学
生
さ
ん
は
、
 

昨
年
4
月
か
ら
国
民
年
金
に
加
 

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
 

月
額
9
7
0
0
円
の
保
険
料
の
 

納
入
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
 

一
般
的
に
学
生
自
 

身
に
は
収
入
が
な
い
た
め
、
学
 

生
を
抱
え
る
親
元
世
帯
の
方
に
 

保
険
料
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
ご
両
親
を
は
じ
 

め
世
帯
の
方
に
と
っ
て
は
、
学
 

費
や
生
活
費
の
う
え
保
険
料
の
 

負
担
ま
で
、
と
思
わ
れ
る
か
も
 

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
最
近
 

多
発
す
る
若
者
の
交
通
事
故
や
 

ス
ポ
ー
ッ
事
故
に
よ
る
万
一
の
 

障
害
に
備
え
る
だ
け
で
な
く
、
 

社
会
人
と
な
る
ま
で
の
こ
の
期
 

間
が
将
来
の
年
金
の
基
礎
づ
く
 

り
に
大
切
な
時
期
で
も
あ
る
か
 

ら
で
す
。
 

た
だ
し
、
学
生
を
抱
え
る
世
 

帯
の
方
に
過
大
な
負
担
と
な
ら
 

な
い
よ
う
に
保
険
料
免
除
基
準
 

が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
で
、
次
の
 

事
例
の
場
合
に
は
免
除
が
認
め
 

ら
れ
ま
す
。
 

『
町
の
木
』
『
町
の
花
』
 

『
町
の
鳥
』
が
 

決
ま
り
ま
し
た
 

か
ね
て
町
民
の
み
な
さ
ま
か
 

ら
公
募
し
て
い
ま
し
た
「
町
の
 

木
」
、
 

「
町
の
花
」
、
 

「
町
の
 

鳥
」
が
過
般
の
方
城
町
総
合
計
 

画
審
議
会
に
お
い
て
、
慎
重
審
 

議
の
結
果
公
募
の
中
か
ら
次
の
 

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
 

「
町
の
木
」
 

ま
き
、
杉
 

「
町
の
花
」
 

ふ
じ
 

「
町
の
鳥
」
 

か
も
 

た
が
、
枯
れ
た
り
、
又
台
風
等
 

に
よ
り
破
損
し
た
り
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

中
村
会
長
は
「
真
夏
の
あ
つ
 

い
日
、
私
達
の
植
え
た
木
が
成
 

長
し
、
日
陰
が
出
来
れ
ば
町
民
 

グ
ラ
ン
ド
で
の
催
し
の
と
き
に
 

は
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
う
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
集
っ
た
 

会
員
約
四
十
人
の
皆
さ
ん
が
作
 

業
を
分
担
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
 

れ
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
 

〔事例〕サラリーマン4人世帯の年収 

l夫】サラリーマン 第1子】大学生、 
、妻】専業主婦 第2子】高校生ノ 

い讐 親 と 同 居 親 と 別 居 

国 公 立 約600万円以下 約660万円以下 

私 立 約680万円以下 約740万円以下 

、
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●
同
和
教
育
地
域
啓
発
懇
談
会
の
 

実

施

に

 つ
 
い
 
て
 

同
和
問
題
解
決
の
相
互
理
解
 

を
得
る
た
め
、
次
の
要
領
で
懇
 

談
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

今
回
の
懇
談
会
は
、
五
十
代
、
 

六
十
代
の
女
性
を
対
象
と
し
ま
 

す
が
、
平
成
二
年
度
に
三
十
代
、
 

四
十
代
の
女
性
で
都
合
に
よ
り
 

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
と
い
た
 

し
ま
す
。
 

こ
の
懇
談
会
は
十
人
位
の
少
 

人
数
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
 

誘
い
合
せ
の
う
え
是
非
ご
参
加
 

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

な
お
、
懇
談
会
の
日
時
、
場
 

所
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
担
 

当
職
員
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま
 

す。 
一
、
実
施
時
期
 

六
月
一
日
、
七
月
三
十
 

一
日
 

二
、
対
象
者
 

五
十
代
、
六
十
代
の
女
 

性
（
前
回
参
加
で
き
な
 

か
っ
た
三
十
代
、
四
十
 

代
の
女
性
）
 

●
ク
人
権
擁
護
委
員
制
度
ク
を
 

ご

存

じ

 で

す

か

 

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
 

は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
 

委
員
の
日
」
 
と
定
め
、
こ
の
日
 

を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
 

に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
 

努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
 

町の木 
『マキ』 

J 

町の花 
『ふじ 

野
添
常
会
が
優
勝
刀
 お

り
ま
す
。
 

方
城
町
に
は
法
務
大
臣
が
委
 

嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
 

お
り
ま
す
。
 

永
末
宏
之
（
弁
城
、
迫
）
 

香
月
律
治
（
伊
方
見
六
）
 

町の鳥 
『かも』 

第
 22 

回
 
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
十
 

二
日
（
日
）
に
第
二
十
二
回
町
 

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
が
、
熱
戦
の
末
、
野
 

添
常
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
二
十
七
チ
ー
ム
が
参
 

加
、
三
会
場
、
四
パ
ー
ト
に
分
 

散 
し
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
 

は
、
年
金
の
資
格
期
間
と
は
な
 

り
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
 

計
算
す
る
と
き
に
は
3
分
の
1
 

に
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
 

が
出
来
た
と
き
に
は
こ
の
免
除
 

期
間
の
追
納
を
す
る
よ
う
に
し
 

て
下
さ
い
。
 

加
入
の
手
続
き
に
必
要
な
物
 

日
立
マ
ク
セ
ル
の
グ
ラ
ン
ド
 

で
は
、
強
風
の
た
め
打
ち
あ
げ
 

た
ボ
ー
ル
が
風
に
流
さ
れ
、
取
 

れ
る
ボ
ー
ル
が
取
れ
な
い
プ
レ
 

ー
が
、
時
折
見
受
け
ら
れ
、
又
 

草
が
か
な
り
伸
び
て
い
る
た
め
 

足
を
滑
ら
せ
て
転
倒
す
る
選
手
 

も
続
出
し
ま
し
た
。
 

準
決
勝
、
決
勝
戦
は
町
民
グ
 

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

選
手
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
応
 

援
団
の
声
援
が
こ
の
大
会
を
な
 

お
い
っ
そ
う
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
 
勝
 

野
添
 
常
会
 

準
優
勝
 

春
田
 

ク 

第
三
位
 

浄
万
寺
ク
 

ク 

西
古
門
ク
 

・
印
鑑
、
学
生
証
 

・
保
険
料
を
納
め
る
場
合
は
 

ロ
座
振
替
の
た
め
預
金
通
 

帳
 

・
保
険
料
免
除
に
さ
れ
る
場
 

合
は
世
帯
主
の
源
泉
徴
収
 

票
 

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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◇
英
彦
山
山
開
き
 

・
日
 

程
 
六
月
六
日
、
七
日
 

（
六
日
は
前
夜
祭
）
 

・
主
な
内
容
 
七
日
午
前
十
一
 

時
よ
り
英
彦
山
山
頂
に
て
記
 

念
タ
オ
ル
配
布
 

◇
佐
野
え
り
子
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
 

イ
タ
ル
 

・
場
 

所
 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
 

・
開
 

演
 
六
月
十
四
日
午
後
 

一一時 

◇
添
田
町
い
ろ
は
カ
ル
タ
大
会
 

・
と
 

き
 
」
ハ
月
一
一
十
八
日
午
 

前
九
時
開
会
 

・
と
こ
ろ
 

添
田
町
民
会
館
 

＊
香
春
町
＊
 

・
金
辺
ふ
れ
あ
い
市
（
採
銅
所
 

五
反
田
バ
ス
停
横
）
百
円
均
 

一
、
毎
週
土
曜
日
十
三
時
ー
 

・
香
春
町
ふ
れ
あ
い
朝
市
（
香
 

春
町
役
場
前
）
六
月
十
四
日
 

二
十
八
日
、
八
時
よ
り
 

＊
赤
 

村
＊
 

・
自
然
学
習
村
「
源
じ
い
の
森
」
 

オ
ー
プ
ン
 

・
六
月
六
日
、
七
日
、
D
O
、 

Y
〇
U
農
「
ザ
、
田
植
」
 

（ 

自
然
学
習
村
、
村
内
各
地
）
 

＊
田
川
市
＊
 

中
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
た
 

が
わ
記
念
講
演
会
 

・
と
 

き
 

六
月
十
三
日
（
土
）
 

十
三
時
四
十
分
 

・
と
こ
ろ
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
 

・
講
 

師
 
東
京
家
政
大
学
教
 

授
、
樋
口
恵
子
先
生
 

・
料
 

金
 

無
料
（
整
理
券
 

を
発
行
し
て
い
ま
す
）
 

・
問
い
合
わ
せ
整
理
券
請
求
先
 

田
川
市
女
性
児
童
課
（
電
）
 

四
四
ー
二
〇
〇
〇
内
線
一
」
ハ
 

四、 

一
六
五
 

第169 号 ●つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

広報 口
］
 

！

ー

 

い

U

A

U

A

U

A
い

八

“

A
い
A
U
八

U
八

U
・ 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
固
 

U

A
八
い
A
U
八
U
A
U
A
い
い
A
U
A
U
、 

中
世
の
方
城
（
古
城
）
 

二
、
新
田
城
 

豊
前
誌
に
、
 

「
新
田
城
跡
は
 

弁
城
村
に
あ
っ
て
城
主
高
橋
九
 

郎
元
種
で
あ
る
」
。
こ
の
元
種
 

は
香
春
岳
城
最
後
の
城
主
で
あ
 

る。 こ
の
新
田
城
は
、
南
北
朝
時
 

代
日
本
を
二
分
す
る
戦
が
あ
っ
 

た
頃
築
城
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

貞
和
年
間
西
征
軍
懐
良
（
カ
 

ネ
ナ
ガ
）
親
王
を
奉
じ
た
新
田
 

上
総
守
義
基
が
馬
ケ
岳
城
（
犀
 

川
）
に
居
城
。
 

そ
の
後
三
代
に
亘
っ
て
豊
前
 

国
の
南
朝
方
の
中
心
と
な
っ
た
。
 

「
築
上
郡
誌
」
 

特
に
田
川
地
区
は
京
都
ー
大
 

宰
府
へ
の
官
道
、
筑
前
ー
筑
後
 

肥
後
へ
の
交
通
拠
点
と
し
て
重
 

要
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
 

の
時
代
に
十
余
回
の
激
し
い
戦
 

闘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

新
田
氏
は
こ
の
要
路
を
拠
点
 

と
し
て
、
小
倉
、
貫
、
香
春
等
 

十
余
城
を
築
き
筑
前
か
ら
の
侵
 

攻
に
備
え
て
新
田
城
を
設
け
た
。
 

調
査
し
て
み
る
と
こ
の
新
田
氏
 

)

?

 

鰍
 

＊
大
任
町
＊
 

◇
少
年
野
球
ス
ク
ー
ル
 

六
月
二
十
日
開
講
式
、
年
六
 

回
開
催
、
町
内
小
学
生
、
四
、
 

五
年
生
を
対
象
 

＊
金
田
町
＊
 

◇
、
、
、
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会
 

（
福
岡
県
商
工
会
婦
人
部
連
 

合
会
）
 

・
と
 

き
 

・
と
こ
ろ
 

」
ハ
月
二
十
一
日
 

金
田
町
民
会
館
他
 

◇
金
田
（
仮
称
）
公
園
オ
ー
プ
 

ン
 

六
月
（
未
定
）
 

国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
も
 

開
か
れ
た
、
公
式
戦
使
用
四
 

面
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ブ
ラ
ン
 

ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ト
、
滑
り
台
 

遊
歩
道
、
な
ど
 

＊
川
崎
町
＊
 

・
六
月
六
、
七
日
、
く
じ
ゅ
う
 

登
山
会
（
一
泊
二
日
）
 

・
六
月
十
四
日
 

町
民
バ
レ
ー
 

（野地原より） 

. ~AA 

⑥
下
田
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成
 

（
弁
城
迫
）
 

下
田
川
衛
生
組
合
が
平
成
元
 

年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
 

し
尿
処
理
施
設
が
完
成
し
、
三
 

月
七
日
に
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

総
事
業
費
十
二
億
三
千
万
円
 

ボ
ー
ル
大
会
（
町
民
会
館
）
 

・
」
ハ
月
一
一
十
一
日
 

町
民
剣
道
 

大
会
（
町
民
会
館
）
 

＊
糸
田
町
＊
 

・
六
月
七
日
 

少
年
と
の
球
技
 

大
会
（
糸
田
中
学
校
）
 

・
六
月
十
四
日
、
糸
田
町
民
卓
 

で
、
県
内
で
は
初
め
て
と
い
う
 

高
負
荷
膜
分
離
方
式
を
採
用
し
 

臭
気
や
放
流
水
の
水
質
保
全
対
 

策
に
最
新
の
設
備
を
導
入
し
て
 

い
ま
す
。
 

建
物
は
、
地
下
一
階
、
地
上
 

二
階
の
処
理
棟
と
別
棟
の
管
理
 

棟
か
ら
な
っ
て
お
り
、
周
囲
に
 

は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
緑
地
帯
 

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

処
理
能
力
は
、
 

一
日
七
十
キ
 

ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
人
口
四
万
四
 

千
人
分
の
処
理
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
新
施
設
の
名
称
は
、
 

多
数
の
応
募
の
中
か
ら
香
月
肇
 

氏
（
大
字
弁
城
迫
）
の
「
下
田
 

川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
 
が
選
 

ば
れ
ま
し
た
。
 

球
大
会
（
町
民
体
育
館
）
 

・
六
月
二
十
八
日
、
少
年
魚
つ
 

か
み
ど
り
大
会
（
町
民
プ
ー
 

ル
）
 0 

と
新
田
城
は
結
び
つ
き
が
少
い
 

よ
う
だ
。
 

同
じ
懐
良
親
王
を
奉
ず
る
肥
 

後
国
の
菊
地
氏
を
調
べ
る
と
、
 

九
十
余
年
間
に
四
、
五
回
豊
前
 

国
に
侵
入
。
激
し
い
戦
乱
が
あ
 

っ
た
。
 

こ
の
戦
乱
に
つ
い
て
弁
城
と
 

の
結
び
つ
き
を
み
る
と
、
そ
の
 

主
な
も
の
は
、
 

・
二
一
一
三
九
年
菊
地
武
重
田
川
 

地
方
を
従
え
南
朝
の
味
方
を
 

す。 

・
一
三
六
七
年
菊
地
武
光
田
川
 

の
諸
城
を
従
え
香
春
岳
城
を
 

攻
む
。
 

・
一
四
二
八
年
菊
地
武
忠
福
智
 

不
当
講
法
師
を
攻
略
。
 

こ
の
菊
地
氏
の
中
に
京
都
よ
 

り
親
王
を
供
奉
し
た
三
十
三
人
 

の
新
田
一
族
と
そ
の
士
卒
が
い
 

る
。
そ
の
中
に
堀
口
三
郎
実
政
 

（
管
内
誌
）
 

（
別
史
書
に
は
堀
 

田
）
が
新
田
城
主
と
い
わ
れ
て
 

い
る
。
 

こ
の
城
は
、
菊
地
氏
が
筑
前
 

進
攻
の
基
地
と
し
て
築
城
（
兵
 

士
の
休
養
と
物
資
の
補
給
基
地
）
 

し
た
が
、
そ
の
規
模
は
不
明
で
 

あ
る
。
 

鉦
 

内
 

城
 

田
 

新
 

し
か
し
、
竹
野
 

郡
石
垣
村
に
同
 

系
の
新
田
氏
が
 

築
い
た
新
田
城
 

が
あ
る
。
そ
の
 

規
模
は
第
一
城
、
 

東
西
 25 

×
南
北
 

助
間
、
第
二
城
 

は
方
 13 

間
の
山
 

城
で
あ
る
。
 

お
そ
ら
く
此
の
 

城
と
類
似
し
て
 

い
る
の
で
は
な
 

い
だ
ろ
う
か
。
 

一
三
三
九
年
 

武
重
が
豊
前
の
 

諸
城
を
攻
略
後
戸
代
城
を
築
き
 

豊
前
の
拠
点
と
し
て
麻
生
玄
蕃
 

を
城
主
に
置
き
、
伊
加
利
の
大
 

善
寺
城
、
神
崎
城
、
金
国
城
、
 

大
内
田
城
、
新
田
城
等
を
築
城
 

し
て
南
朝
の
一
大
拠
点
と
す
る
。
 

そ
の
後
、
足
利
尊
氏
の
九
州
 

挙
兵
に
よ
り
、
 

一
時
服
従
し
た
 

が
、
そ
の
後
菊
地
太
郎
武
忠
が
 

大
軍
を
率
い
て
田
川
の
各
城
を
 

奪
回
し
福
智
山
、
牛
王
山
も
従
 

え
て
い
る
。
 

こ
の
戦
は
激
し
く
、
多
く
の
 

武
将
の
首
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
 

新
町
か
ら
迫
へ
下
る
処
に
首
 

塚
の
地
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
時
戦
死
し
た
武
将
の
供
養
 

地
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
 

弁
城
の
旧
家
で
は
、
祖
先
が
 

肥
後
、
筑
後
で
あ
る
と
よ
く
聞
 

く
。
菊
地
一
族
と
関
係
が
あ
る
 

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
 

満
と
菊
地
一
族
と
の
仲
直
り
に
 

よ
っ
て
、
戦
乱
も
終
る
か
に
見
 

え
た
が
、
中
国
の
大
内
氏
と
豊
 

後
の
大
友
氏
の
争
い
が
再
び
続
 

く
の
で
あ
る
。
 

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
香
 

春
岳
城
主
に
高
橋
九
郎
元
種
が
 

な
る
や
他
城
の
武
将
を
次
々
と
 

支
配
下
に
入
れ
る
た
め
工
作
を
 

行
う
。
こ
れ
を
操
（
ァ
ヤ
ッ
リ
）
 

と
い
う
（
操
ー
主
君
を
裏
切
る
）
 

土
地
の
安
堵
（
領
地
の
保
障
）
 

を
条
件
に
し
て
敵
方
と
の
内
通
 

に
よ
り
領
土
を
拡
大
し
豊
前
国
 

最
大
の
武
将
と
な
る
。
 

新
田
城
も
そ
の
中
の
ー
つ
で
 

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

（ 

別
書
に
は
義
父
鑑
種
の
支
城
と
 

も
あ
る
）
 

（
小
倉
城
、
岩
石
城
 

は
香
春
岳
城
の
支
城
で
あ
っ
た
）
 

特
に
こ
の
新
田
城
は
、
筑
前
 

よ
り
進
攻
さ
れ
た
時
の
第
一
防
 

柵
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
 

い
た
o
 

（
記
、
植
田
）
 

調
嚢
昨
 

！
三
三
三
三
三
三
m
 

務
職
員
採
用
試
験
「
 

「 

税
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次
一
 

「 
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

一 

【 

〔
試
験
日
〕
九
月
十
三
日
 

【 

一 

〔
受
験
資
格
〕
昭
和
四
十
七
年
一
 

【 

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年
】
 

》 

四
月
一
日
生
ま
れ
の
人
 

一 

『 

〔
受
付
期
間
〕
七
月
一
日
か
ら
一
 

一 

八
日
 

一 

「
※
詳
し
く
は
、
福
岡
国
税
局
 

【 

【 

（
電
話
）
〇
九
二
（
四
一
一
）
】
 

『 

〇
〇
三
一
）
又
は
田
川
税
務
《
 

【
署
（
電
話
）
四
四
ー
〇
四
三
〇
！
 

」
番
へ
 

【 
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お 

知 

ら 

戦

没

者

な

と

の

遺

族

の

皆

さ

ん

へ

 

次
の
要
件
を
と
も
に
満
た
す
 

遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
 

に
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
は
除
 

き
ま
す
。
 

〔
要
件
〕
 

①
 
戦
没
者
死
亡
当
時
に
三
親
 

等
内
の
親
族
で
あ
っ
た
方
の
 

う
ち
、
 

一
定
条
件
を
満
た
す
 

方。 

②
 
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
、
 

平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
の
 

間
に
遺
族
年
金
、
公
務
扶
助
 

等
の
年
金
受
給
権
者
（
戦
没
 

者
の
妻
、
父
母
等
）
が
遺
族
 

内
に
い
な
く
な
っ
た
方
。
 

◇
土
曜
休
診
の
お
知
ら
せ
 

国
立
療
養
所
田
川
新
生
病
院
 

は
、
厚
生
省
よ
り
週
四
十
時
間
 

勤
務
制
（
週
休
二
日
制
）
の
試
 

行
の
実
施
を
指
示
さ
れ
た
た
め
 

平
成
四
年
一
月
二
十
五
日
の
土
 

曜
日
よ
り
、
土
曜
日
は
休
診
と
 

な
り
ま
す
。
 

な
お
、
急
患
の
方
に
つ
い
て
 

は
従
来
ど
お
り
で
す
。
 

◇
毎
週
土
曜
日
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

田
 

川
 

税
 
務
 
署
 

〇
 
平
成
四
年
五
月
か
ら
、
原
 

則
と
し
て
国
の
行
政
機
関
は
 

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
 

ま
す
。
 

〇
 
税
務
署
も
、
こ
の
政
府
の
 

方
針
に
従
い
休
ま
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

申
告
書
等
の
提
出
は
？
 

〇
 
税
務
署
に
は
、
時
間
外
文
 

書
収
受
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
 

お
り
ま
す
。
休
み
の
日
の
申
 

告
書
の
提
出
に
ご
利
用
く
だ
 

さ
い
。
 

〇
 
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
 

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〔
請
求
窓
ロ
〕
 

役
場
住
民
課
、
ま
た
は
県
援
 

護
課
 

〔
請
求
期
限
〕
 

平
成
四
年
六
月
二
十
六
日
ま
 

で。 

・
電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
 

ま
す
。
 

（
〇
九
三
、
五
二
一
 

ー
二
一
四
〇
番
）
 

・
相
談
日
、
月
曜
か
ら
金
曜
午
 

前
9
時
半
、
午
後
4
時
 40 

分
 

・
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
 

っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

財
団
法
人
、
日
本
損
害
保
険
協
 

会
、
小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
 

談
セ
ン
タ
ー
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
九
 

ー
一
、
明
治
生
命
小
倉
ビ
ル
五
 

階
、
小
倉
調
査
事
務
所
内
（
凪
）
 

〇
九
三
ー
五
四
一
ー
一
五
三
一
 

〇
 
申
告
書
等
の
提
出
期
限
が
 

土
曜
日
に
当
た
る
場
合
に
は
 

翌
週
の
月
曜
日
（
休
日
の
場
 

▼
 
自
 
衛
 
官
 
募
 
集
 

★
資
格
 
18 

歳
ー
 27 

歳
未
満
 

★
受
付
 
年
間
を
通
じ
て
実
施
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

★
試
験
日
時
は
受
付
時
に
通
知
 

し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
 

飯
塚
市
大
字
川
津
6
3
9
、
 

1
 
飯
塚
募
集
事
務
所
 

（
皿
）
〇
九
四
八
ー
二
ニ
ー
四
 

八
四
七
番
 

▼
福
岡
県
警
察
官
募
集
 

〈
男
子
大
卒
及
び
大
卒
見
込
者
〉
 

α
 

第
一
次
試
験
日
 

七
月
十
九
日
（
日
）
 

②
 
受
付
期
間
 

B
 

五
月
二
十
五
日
（
月
）
5
 

六
月
二
十
三
日
（
火
）
 

受
験
資
格
 

昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
 

ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
 

学
（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
者
 

又
は
平
成
五
年
三
月
ま
で
に
卒
 

業
見
込
み
の
者
 

四
 
試
験
地
 

福
岡
市
 
福
岡
高
等
学
校
 

合
は
そ
の
翌
日
）
 

が
そ
れ
ら
の
期
限
 

に
な
り
ま
す
。
 

北
九
州
市
 
小
倉
高
等
学
校
 

⑤
 

問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
警
察
署
 
警
務
課
 

電
話
 

42
 

1
2
1
2
0
 

学
校
週
五
日
制
の
導
入
 

広 報 

ほうじょう 
(169号） 

印 編 発 

刷 集 行 

日総方 

光 
城 

務町 
印 

役 

刷課場 

平
成
四
年
六
月
一
日
発
行
 


